
Web利用者の状態を把握

時、場所と検索・閲覧・購買履歴を組み合わせた
Webパーソナライズの限界

モバイル端末のWeb利用者の状態推定を加えた
新しいWebパーソナライズ・サービス

変化点検知

動作推定

新たなWebサービスの開発にご協力いただける
IT企業様を募集しています！

ブラウザでセンサデータ収集/機械学習利用

保持姿勢を動作分類モデルで推定（歩行、激
しい歩行、静止、寝転がり）

加速度データから利用者の状態の切り替わ
りを検知（変化点検知手法）

状態区間 変化点検知から次の状変化点検知の区間

状態定義
状態区間内の動作比率やアクセス解析から利
用者の状態を定義

(1)状態で変化するデザイン (2)動作と閲覧履歴を考慮した状態推定

動作比率センサデータ
（ 加速度・ 角速度等）

アクセス解析閲覧・ 操作データ
（ 閲覧履歴・ タップ数等）
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状態区間ごとに分析

状態の定義

動作比率とアクセス解析を特徴量
とした教師なしクラスタリ ング

次元削減
クラスタリ ング

状態A

状態B

状態C

状態D

状態推定
状態区間内のセンサデータや閲覧・操作デー
タから状態を推定

②センサ・閲覧・操作データから状態推定

①サイトごとに状態を定義

デモ環境
・HTML
・JavaScript
・0.2秒ごとにセ
ンサ値を取得

利用ライブラリ
・TensorFlow.js
・Chart.js

センサデータ
（ 加速度・ 角速度等）

閲覧・ 操作データ
（ 閲覧履歴・ タップ数等）

状態推定モデル
（ CNN-LSTM）

「 状態の定義」 でクラ
スタリ ングした状態

センサデータと閲覧・ 操作デー
タを特徴量とした教師あり学習

状態A

状態B

状態C

状態D

状態区間ごとに推定

現在の動作推定や状態区間
の様子を表示

歩行 激しい歩行 静止 寝転がり


